　　　　　　　　　　　　       借地上建物売買契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は田中五郎（以下「乙」という。）に対し、後記表示の建物を原状有姿のまま敷地の借地権と共に売り渡すことを約し、乙はこれを買い受ける。

第２条　代金は総額金＊＊円とし、乙は甲に対し手付金として金＊＊円を本日支払い、甲はこれを受領した。

二　甲は本契約締結後２週間以内に借地借家法１９条に基づき、裁判所に土地賃貸人の借地権譲渡承諾にかわる許可の裁判を求めるものとする。

三　前項の裁判が確定した後２週間以内に、甲は乙より残代金＊＊円の受領と引換えに後記建物の所有権移転登記申請をなし、かつ同建物を空き家として乙に引き渡すものとする。

四　前項の所有権移転登記完了のとき、後記建物の所有権は甲より乙に移転する。

第３条　前条第２項記載の借地権譲渡について承諾に代わる裁判の申立に要する費用、すなわち印紙代、郵券代、甲が裁判所に出頭する費用、並びに裁判所が許可の条件として命じた地主に対する支払金等、名目のいかんにかかわらず、乙が完全な借地権を取得するについて必要な経費は甲の負担とし、甲は乙に対し第２条第２項に記載した代金額を超える金員の請求をすることはできない。

第４条　第２条第２項記載の裁判において、裁判所が許可の条件として地代の増額を命じた場合において、乙は甲に対し地代額の如何につき異議を唱えず、また第２条第１項の代金の減額を求めることはできない。

第５条　裁判所において借地権譲渡を承認しない旨の決定があったときは、その確定をまたずに本契約は当然解除されたものとして、甲はすでに受領した手付金を上記決定書受領後１週間以内に乙に持参して返還する。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

(建物の表示）

略

（敷地の表示）

略
